
大飯発電所４号機の運転上の制限の逸脱からの復帰について 

 
２０２２年３月１７日 
関西電力株式会社 

 
 大飯発電所４号機（加圧水型軽水炉 定格電気出力１１８万キロワット、
定格熱出力３４２万３千キロワット）において、第１８回定期検査中、  
３月１６日６時１１分、原子炉格納容器内状態監視盤の原子炉水位に関す
る警報が発信しました。直ちに状況を確認したところ、原子炉水位を計測
する計器の一つ（重大事故等対処設備）で指示値が表示されない状態とな
っていることを確認しました。このため、同日７時３分に保安規定の運転
上の制限※を満足していない状態にあると判断しました。 
なお、原子炉の水位については、他の水位計により確認できており、  

警報発信時において異常がないことを確認しています。 
現在、原因について調査を行っています。 
本事象による環境への放射能の影響はありません。 

 
※：保安規定第９０条において、原子炉に燃料が装荷されている状態で重大事故等対処設備によ

り原子炉水位を監視することが求められている。 
 

（２０２２年３月１６日お知らせ済み） 
 
 当該計器を点検し、問題がないことを確認しました。また、監視盤やケ
ーブル類にも異常は認められませんでした。 
操作履歴等について調査した結果、３月１５日に１次冷却材系統の水抜

き操作を開始しており、その際、当該計器検出部（２カ所）保護のために
元弁（原子炉上部および下部から取り出した配管にそれぞれ接続）を閉止
していました。これに伴い、元弁から計器検出部の間の水が密閉状態とな
り、周囲の温度環境の影響を受けやすい状況でした。 
また、それぞれの配管は、弁閉止前の温度状況が異っていたことから、

弁閉止後、時間の経過に伴い水位計の指示値が変動したものと推定しまし
た。 
 これらの点検結果を踏まえ、元弁を開放したところ、水位計は正常に動
作したことから、本日１３時０５分に保安規定の運転上の制限を満足する 
状態に復帰しました。 
 今後、同様の事象が発生することを防止するため、弁の操作などの運用
を変更する予定です。 

  
以 上 

 


